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３．20～30歳代の意識 

（１） 結婚観 

１） 結婚についての意識 

・女性に比べて男性の結婚意識が高い。 

・30 歳代後半では、「結婚はしたくないが人生のパートナーはほしい」の割合が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－１ 性別にみた結婚意識 

図３－２ 年齢別にみた結婚意識 
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２） 結婚したい年齢 

・30 歳までの結婚希望が約４分の３を占めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３） 結婚したくない理由 

・「独身のほうが気楽だから」が約６割と最も高く、次いで、「結婚する必要性を感じ

ないから」が約５割となっている。 
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25～29歳
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30～34歳
13.7%

35～39歳
2.0%

40歳以上
12.7%

（有効回答数　102件）

図３－３ 結婚希望年齢 

図３－４ 結婚したくない理由 
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（有効回答数　33件）



 3

 

（２）地域意識 

１） 地域への定住意識 

・女性より男性の方が定住意識が強い。 

・30 歳代後半以外で、年齢が若いほど定住意識が高くなる傾向がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－５ 性別にみた定住意識 

図３－６ 年齢別にみた定住意識 
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（３）親との暮らし方 
・約７割が親との同居意向を持っている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）子育てに対する意識 

１） 将来の子育てについての希望 

・子どもが欲しい年齢は 20 歳代後半から 30 歳代前半までが約７割を占める。 

・欲しい子どもの数は２人が約４分の３を占めている。 

・約４分の３が結婚して２年以内に子どもをつくりたい、と考えている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人
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３人
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わから
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1.0%
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（有効回答数　104件）
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２年目
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３年目
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17.3%

（有効回答数　105件）
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特に決めて
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10.6%

35～39歳
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（有効回答数　104件）
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一緒に暮ら
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（有効回答数　98件）

図３－７ 親との同居意向 

図３－８ 子どもが欲しい年齢 図３－９ 欲しい子どもの数 

図３－10 結婚してから子どもをつくりたい時期 
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１） 子どもが欲しくない理由 

・「結婚していないから」、「これからの世の中に不安を感じるから」が最も高く、次

いで、「経済的に余裕がないから」が約３割となっている。 
・子どもがほしくない人の育児経験では、経験のない人が６割以上を占めている。 
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自分（あるいはパートナー）の
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得られないから

その他

（有効回答数　48件）

図３－11 子どもがほしくない理由 
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図３－12 子どもがほしくない人の育児経験 
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２） 将来、子育てをしたい理由 

・「子どもがいると家庭が明るくなると思うから」が最も多く、次いで、「子育てを通

じて自分も成長できるから」となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３－13 将来子育てをしたいと思う理由 
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子育ては楽しいと思うから 
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３） 子育てに対する不安 

・子どもが欲しいかどうかにかかわらず、子育てについて経済的な不安を感じる人の

割合が高い。 
・なるべく早く欲しいと思う人では、子どもの病気や事故に対する不安を感じる人の

割合が高い。 

・子どもをつくることに対する願望が少ない人は仕事と子育ての両立に不安を感じる

人の割合が高い。 
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ど
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に
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て
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で
き
る
相
手

の
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育
児
に
関
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情
報
入
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特
に
不
安
は
感
じ
な
い 

そ
の
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全体 166 53.6% 30.7% 13.9% 13.3% 23.5% 64.5% 12.0% 4.8% 5.4% 6.6%

なるべく早く欲しい 25 72.0% 48.0% 12.0% 4.0% 24.0% 64.0% 8.0% 4.0% 8.0% 4.0%

いずれは欲しい 64 60.9% 31.3% 21.9% 18.8% 26.6% 67.2% 14.1% 3.1% 1.6% 1.6%

それほど欲しくはない 14 35.7% 35.7% 21.4% 21.4% 28.6% 71.4% 21.4% 14.3% 0.0% 7.1%

欲しくない 16 18.8% 18.8% 6.3% 6.3% 12.5% 50.0% 18.8% 0.0% 18.8% 18.8%

わからない 13 23.1% 23.1% 0.0% 7.7% 23.1% 30.8% 7.7% 7.7% 15.4% 23.1%

その他 4 75.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0%

欲しいができない 1 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

表３－１ 子どもが欲しいかどうか別にみた子育てに対する不安 
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４） 将来の子どもの育て方 

・子どもの自主性の尊重や、子どものためによいと思う教育をしたい、できるだけ子

どもと接する時間を多くとりたい、という人が大部分を占める。 
・一方で、子育て中でも自分のために使う時間を多く取りたいでは「そう思う」が約

３割、「まあそう思う」が約４割と自分の時間を大切にしたいと考える人が多くみ

られる。 
 
 
 
 

 

図３－14 将来の子どもの育て方 
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